
25.大津市滋賀里
大通寺古墳群調査概要(2)

第 6号古墳の調査

位置 本古績は、大通寺古.t.lt1.'f.の立地する丘陵の商

科l百iIこ、谷に接して築遣されている。北東方向には、

約20m総ilて5号墳が存有している。

壊丘 以前より、竹林のため土地の削平が激しく、

段丘{主!日状を全くとどめていない.しかし発掘の給巣、

l立筏約10m、23さ2mの問績であることが判明した。

しかし、特lニ段丘のItpl土分が完会に破峻されておリ、

石室の一斉rsが鍔呈していた.外部組設としての岱おや

地輸はみらtLなかった.

錨り方 掘 1)方は、 3段階の工程を総て形成されて

いることが判r~ した。

石室 本古l'.Ctの内苦11主休 I;t.、南に B~)ロする償穴式で

ある。:ri祭の荷主þ.~t は、 l況に破壊されており、原形に

復原寸ることは閤矧.である。現状{手、O!m:lm、1HI)唆

1.3m、向さ].11mをはかるにすぎない。床I訴はJtl!.山

を猟り I'!Iめて作った必E径のよに、 l享き 8cmの土を嫌勺

て核形している。その床のよには一辺約30cm位の板石

を'放さつめている.石室は 3.fJ・1氏、 5号領'のような方

形プランを持たず、長方l彰プランであり、裾怖も奥鐙

の~{の狭きから推して無裾と々えられる。

遺物 本古墳築j立にかかる遺物は検出されず、後皆、

撹乱浪人した地質土総数片が検，'11きuたのみであった。

小結 本古墳は、倭小化された石室規桜から見て、

6世紀前半に築造されたものと推定できる。このよう

な古脱鮮の中の小規脱古墳は、甲I!!:I町針の狐楽古墳群

B-4号演の例にら見られ、興味深い附勉.である。

第 7号古墳の調査

位置 筋7号古I貨は、大通寺古積併rt位にず子裂し、

丘陵の衛斜問下段に築迭されている。東方にti)6-'iJ・古

坑が存在している。

場丘 調弦以前の段丘{卓、竹絞造成のためミ野し〈削

られておリ、 j_n丘らしいものは恕められなかったが、

総跡的に径10m前後、向き 1.2m前後の向まりが認め

ら ü t.ょ。発』総員~~jftの緒袋、明丘雌土lま一部しか銭干?せ

第 6号古演

ず、当古墳の古島棋は明らかではない.:1笹愉 ・乱弔害事の

外務s/.応設はなかったと思われる。

石室 本合成の内部主体l;t、放苦しする巨芋7から、ftI!.

のz舎なtと問機iこ徽穴式有議と考えられた.地山以下に

ら及ぷ削土のため、石組が崩壊しており、 Zゴ室の械途

胤棋は不明であるが、一列に並，);石組?"IJが認められ、

第 601予古墳と主軸を同じくするものと考えられた.ま

た、おE昼前方には小析を積上げた土拡が認められた。

遺物 m7号古枇営i立にかかる遺物l;t、須1M.滞納片

10数片を認めたが、それにもまして、上*i~機片多数の
出土をみた。

小結 ~P号古墳は、金駁していたが、石51の主納

lまようやく線認でき .ここに第 6号-古墳と小砕をーに

する古墳が存在したよとが判明した.

第 8号古墳の鵠査

位置 第8号宵樹立、大通寺古領府中低仰也に位低し

ており、今回発掘剥査の対象となった古墳tjJもっとも

下位に存在している。当古積より下方の竹厳中には 8

~!;の古墳が現存する.

有責丘 凋授がIの墳丘は、封土流出と後世のJ断資土の

ため、マウンドすら定かでなく、わずかに奥唆の一部

が露出するよとによって台肢であることが判明したも

のである。純益の総来、 1段丘後15m、境尚 3.2mの円

形境であることが判明した。 iJt丘には、地輪、裁石等

の外部施設はなかったものと考・えられた。

織り方 」じから南に主制iを前き、 1菊lこ|別口したやや
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ロすぽまりの長方形を示す織り方で、主事dJ方向に沿い

現存疑 7.4m、傾 4.5mをはかる。紘の深さl立、北西

から南東に下降する.I1T.形の議長特を受けて、右民主部で70

師、友峻部で1.2m、奥笠宮誌で 1n1をはかる..t.広底/;1

平埠であるが、やや奥壁郡が高い.

石室本古境の内書11主体である横穴式石毛は、商に同

ロし、"ft}ヤ納式の例になるもので、石室規模は現存長

6.9m、玄室長3.15m、玄室幅 2.2m、友利i鰍80cm、

後jl(幅1.35mをはかる比較的小裂の石室である。現従

lま天井;0を失っているが、奥盟主はほぼje存して必 1)溺

さ 3.2mをはかる。狭道部にあってむ、天井おを失う

ほかは保存状況は良好で、務道高1.6mをはかる.石

室用材11、花陶器を自然右のまま使用布限誕している。

玄室l卓、現夜、奥壁3段、 1M壁 2段がF品名してJヨリ、

第1段目はほぼ垂直に繍み、 m21交問はやや持送り、

第 3 段目から急激にドーム~に縫っている。天井石(;1

他の古績と問機に l石で構築されたものである。閤材

1;1.比較的小さな石を使用しているが、納部 ・ 奥~等に

{ま痘おを用いている。床前のレベルl.i、玄妥内は問ー

であるが、淡;Uffllliしf!いに下が'J20cmをはかる。敷

石、排水地J生当事の内部IQi設は金〈認められなかった.

i食物 本古墳は、早くから|伺rIしていたため、盗掘

をうけ、 1守.tftr;ii'造時に直接I対係した遺物'1会〈発見で

きなかった。床荷上20-3Ocmの高さに中世の灯明Jmが

多数見られ、後世の古墳利用のー織を示している.そ

のf也、封土中よリ苛千の遺物を発見した。

小結 本古墳は、正方形プラン、ドーム~持送リの

有!uを持っているが、 J円自式であることは本古墳群(11

n能ーであ 1)、特典である。右2患の附i遊・脱税等は百穴

古墳:l}'F中の有室と類似を示し、築造時期jについては、

6世紀米-7世紀初頭と々えられる。

要 説

大通寺古!Jt燃の発抑制査においては、旧規をよくと

どめる 4 恭の俄穴式芋ï~昼、以桜がi践しいものの徽穴式

右獲であることのほぼ維まをできるもの 3 必、古選 l~

のJ十8.)，島を検出した。

① l日鋭をよくとどめる 4J島の古墳'は、

検丘の破敏はあ っても、円形であっ

たことは検定できる。石室i主、縦穴式

省設で、 Â設が正方形ないしは1貨~-)]

形の平面プランであれ加えて、側i笠

をほ部からしばらく小;fj材を手1)閉して

I丘設に綴み、次第に上に至るとと Lに

ドーム状に持送り、包材を使mする点

l主、いずれも類例の少ないものであり、

大作北郊の特色ある行設といえる。二

うした古墳は、紀伊・ Mfiに若手見ら

れる位で、全国的にも希191Jといいうる。

② 第 3 号、第 5~子古漬から見出され

たかまどのセット(:t、fi:H!北郊におい

て集中的にみられるが、大谷古積群

や縞王寺古墳群で検出されたミニチ

ュアではなく、実m品と考えうる極

めて大明である点が注目される。この

ようなかまどは、大阪、兵郎、議良に

1 . 21'列存するのみで、特徐なi立物で

ある。かまどのセ '1 卜をiiJJ"tにJI)(める

風W/l1、中側、制鮮に多くの~例があ

るが、我闘では大iIt~じ郊に終日IJ に多〈、

学|向上、学術的にぷJ1tされた*古債の

それは特にill昔さである。

③ ドーム形の;rj宅(務室が方]移)I止、

わが|主lには例が少ないが、中IJiI、北朝

鮮に極めて普通的であリ、かまどを百IJ

第 8号古墳 務する.fJj:災が彼I自に多いよととね1倹っ
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て、そうした中国や北側鮮からの帰化人の関係がうか

がわれる。恐らく 6lJH己中葉に配された帰化人の必域

と考えられる。ニうした復原、が行いうる古墳は他域に

は乏しい.

@ ~5{子古墳は、機長方形の事事きまというわが国には

数例しかない台.tnて'あリ、紀伊岩織千草震に1~正、丹波

篠山に1J.Iiをみるのみで非'併に祇婆であり、行釜の構

造平前だけでなく、右材の娘締法L他に例をみない。

⑤ 他の徽穴式石議のうち、 5、7号境は大i斡北郊小

でも規模雄大な布室であり、ドーム型才T笠の典型とい

える.特に 5号.tjl!ま、百穴古級瀞に 1基しかみられな

い石特をむち、被葬者が尚官であることを示している.

@ ~3 号古墳は、大山北郊に存花する縦穴式石筆中、

6世紀11J~長に属する設省の石室でj啄望書な意味をち っ て

いる。

I : 3，000 

⑦ 大i-ttのJ創立、ヲモ智天皇.の子持者1Iであるが、帝都とな

っ た理由 l草、故j!í:~哲学者の説によると、帰化人の濃厚

なこの地への記tほとされている。伝教大自IH三Utiきと
いう帰化人であり、錦織氏、大友氏、大友丹波忌寸な

どいずれも帰化人といえる。丹波篠111にこの絡め古墳

がみられるよとは大友丹波忌寸との附迎に一視点をひ

らくものといえる。

おわりに

発揚~1tの成果{主、以上めように非常に111~な総来

をらたらした.当初、疏水工'炉、同道工事で完全に近

いまでに破壊されたと伝えられ、現状また竹厳として

このニとを裏付・ける!惑があったが、党織の結果、保存

度においては 3J~，j:司令に見る良好な資料である . 遺跡

の?区要性と良好な保存度からみて、干災復的な保存と活

用が~まれるのでめる。(水野正好)
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26.大津市山上町所在部屋

ヶ谷(別名水車谷)古墳
について

1>:シリーズ1号lニ.ぬ回習を俊氏が、水準谷古債の事寝

転~な破壊についての一文を寄せられた.当地械の再開

発にはわたくし自身細心の注意を払い、市ゃ!県の関係

者に何度む迷絡を取った記憶がある。にもかかわらず

このような結栄を招いた自分の非力ι思わずにはいら

れない.

それにしても、この都民ヶ谷古墳(当時、わたくし

たちも水車谷合境の名称をいっとはなく使っていた)

{卓 、 j為凶氏も指摘したように、大i-It~t郊では殺南織の

l出口した災しい古墳であった。また、当H寺、竹益支を透

して良好な墳丘のあまリがうかがわれ、 Il艮下には湖水

が一望できた。

私の記憶をたどれl;r、ミの古境が、さらに北郊の等:

依山山麓や滋賀A百穴、あるいは大谷 ・穴太の各1洋m
tJtと災なって、そのd}J't数がi法しか溜められないこ

とに強〈関心をひかれた。このことは、錦織、山上、

~IJ所、 大門にかけて、 r弘文天皇陵」を除いては、ほ

とんどお.tJl群分布の実態が知られず、当初から後期古

tjlは少なかったのではないかと々えら札た。しかし、

当地には、 l崎城寺境内に白瓜l時代に遡る王寺院跡が検定

され、古代氏族である錦織氏の存花も忽定される中で、

さらにまた、今日では大Ut宮跡のi立討ならニの錦織ー併

に*められようとしている地域において、かくもその

前史にあたる後期古墳が欠議している ζ とは、その|問

に何らかの相関関係があるのであろうか。

また、この部屋ヶ谷古境の消滅の過程で、当地に、

弥生後期求灘、 250年代前後の、邪H~台国の女王卑弥

呼の死に際してひきおこされた倭同大乱を物路る「高

地位集務」が営まれていることが~，gめられ、急拠~繊

開設を行なった.当初Jの予想どおり、標高 200mの念、

峻な斜荷iこ、竪穴住居跡、高床倉庫雄、潔語援が検出さ

れ、のろし台である燐土主Jtも発見された。倭国大詰しに

近江もその主滋縦を争ったものであろうか。

こょに泌総した写:u:は、水聖子正好氏の「滋~の.iït跡J

に載せられたものと記憶する。水野氏と一気に山をか

けfまり、眼前に初めてとびこんできた部股ヶ谷台trtの

姿がこれである。いまもそのl時の椀t予がまざまざと思

い浮... 1:10なお、付劉は、当時の立命館大学臆史学研究

会考古学部会の諸君が、水野氏の撚持のもとでi!lIJほし

たものであり、製図は絢本険子氏による。偽織にあた

って来ま誌ながら記して員長E射したい。(丸山竜平)
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